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□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

　日本三大山城には、岩村城のほかに、大

和の高取城（奈良県）、備中の松山城（岡山

県）がある。また、岩村町ではこの霧ヶ城を

再建しようと、住民らにより再建構想実行

委員会が組織され、再現事業などが行われ

ている。

　以前の催しは皇女 和宮 の行列を再現した
かずのみや

ものがメーンの「恵那ふるさと祭り」が開

催されていたが、恵那の祭りとして定着す

るにはいま一歩だった。恵那の知名度を高

めることで、郷土に誇りを持つ人が増える

ことを願って再構築されたのがこの祭り。

　近世の山城のうち、全国で最も高い標高７１７�に築城
されたことで「日本三大山城」の一つに数えられる。�
日本城郭協会の「日本 100 名城」にも選定。高低差１８０
�の険しい地形を巧みに利用した要害堅固な山城で、霧
が多いこの地方特有の気象までもが城造りに生かされた
とされ、別名「霧ヶ城」とも呼ばれる。その創建につい
ては、源頼朝の重臣加藤 景  廉 が１１８５（文治元）年に築い

かげ かど

たと伝えられる。美濃と信濃を結ぶ交通の要衝にあり、
戦国時代には織田と武田の争奪戦の舞台となった。城を
守った数々の城主の中には、政略結婚の道を選びながら
も、家臣や領民を守った心優しい「女城主」の存在もあっ
たとされる。現存する壮大な石垣は、関ヶ原合戦後に入
封した 大  給 松平氏によるもの。現在、市では岩村城跡の

お ぎゅう

保存と整備に向けた構想を検討しており、今後城下町と
城跡を生かしたまちづくりが進められる。

　１９８９（平成元）年から始まった新しい祭りで、毎年９
月の第４土曜、日曜日に開催される市内最大のイベン
ト。延べ２００�のＵ字溝の炭火で焼く焼きマツタケ、市
内１３カ町に伝わる伝統料理や地元で採れる山菜、野菜な
どを使った料理を一堂に集め、販売や試食が楽しめるふ
るさとまちじまんコーナーが中心的行事。また、自治会
や企業、友人グループなどが作って担ぐユニークな創作
 御  輿 が祭の夜を盛り上げる。さらに、市街地を練り歩く
み こし

おみこし競演など、さ
まざまなイベント
が盛りだくさん。
毎年市内外から１０
万人を超える多く
の人が訪れる。

名物の焼きマツタケでにぎわう

岩村城跡７

ＥＮＡみのじのみのり祭

日本三大山城

当時の岩村城をしのばせる石垣
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次号は９月１５日号
発行日は９月１５日�です

▲祭りの素晴らしさを宣伝し、盛り上げる、
みのじ宣隊ENAレンジャー

毎年１０万人以上を集客


